
No.（ ３９ ）平成 30 年度 地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業成果報告書 

事業名称  野尻湖周辺を活性化する博物館活動事業 

  実行委員会 野尻湖周辺活性化事業実行委員会 

  中 核 館 

 野尻湖ナウマンゾウ博物館 

住所 〒389-1303 長野県上水内郡信濃町大字野尻２８７－５ 

TEL ０２６－２５８－２０９０ FAX    ２５８－３５５１ 

ホームページ  http://nojiriko-museum.com/ 

構成団体 
信濃町教育委員会、環境省戸隠自然保護官事務所、野尻湖と親しむプロジェクトチー

ム、野尻湖発掘調査団、表参道の会 

事業開始時点 

の課題分析 

長野県北部、信濃町にある野尻湖では、野尻湖発掘調査団によってナウマンゾウの化石

などの発掘が 50 年以上にわたって定期的に実施され、野尻湖ナウマンゾウ博物館はこの

調査によって得られた出土品を保管、研究し、その成果を公開することを主な目的とし

て昭和 59 年(1984)に開館。研究拠点のほか、観光施設としての役割も担っている。 

 当館は開館から 30 年を経過したことを機に「地域と協働する野尻湖ナウマンゾウ博物

館構想」を策定し、地域の活性化と博物館の活性化の両方を実現するため、博物館が地

域の核となり、将来にわたって持続できるような方向を目指すことになった。    

事業目的 

地域と協働する野尻湖ナウマンゾウ博物館構想では以下の３つの重点課題とそれに対す

る具体的な取り組みの方針が示された。①博物館そのものの魅力化、②地域協働の気運

づくり人材育成、③周辺地域への波及効果。この方針の中から本補助事業に合致する事

業を推進し、特に地域住民との協働と地域の活性化に結び付く事業を実施する。 

事業概要 

①多言語化による国際発信事業を実施し、インターネットを活用した情報発信の充実を

図る。②氷河時代案内人（地域学芸員）育成事業を実施し、博物館を支える人材の育成

に取り組む。③地域と協働による周辺地域活性化事業を実施し、周辺散策のガイドマッ

プの製作、レプリカ製作をおこなってサテライトミュージアムの設置をおこなう。 

 実施項目 

  ・ 

実施体系 

（１） 地域文化の発信の核となる美術館・歴史博物館  

■ウ 地域のグローバル化拠点としての美術館・歴史博物館 

（３） 新たな機能を創造する美術館・歴史博物館  

■ア 観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業等他分野との連携・融合による活

動 

施後の 

成果・効果等 

①多言語化による国際発信事業では、多言語のホームページを制作でき、外国人に対

してネットで情報発信できるようになった。そのこともあり、この冬は当館を訪れる外

国人が増えたことを実感している。周辺にスキー場があることもあり、昨年以上に来館

された。 

 ②氷河時代案内人（地域学芸員）育成事業では、受講者の定員を 15 名と考えていた

が、予想を上回り、最終的には 24 名を認定するに至り、多数の人材を育成することがで

きた。今後、これらの方と協働で野尻湖周辺の活性化を図っていきたいと考えている。 

 ③地域と協働による周辺地域活性化事業では、モニュメントを紹介する冊子を製作す

ることができた。野尻湖の湖畔に設置されている 34 基のナウマンゾウのモニュメントの

活用が地域活性化につながると考え、34 基それぞれの物語を紹介する冊子をつくった。



これを持って散策に出かけてもらうことで、滞在時間を長くし、満足度を上げてもらう

ことを目指している。この春からこれを宣伝し、大いに活用したいと考えている。 

 
【事業実績】 
１．多言語化による国際発信事業 

  （１）インターネットを活用した情報発信の充実 

   ①多言語のホームページ制作  

英語、中国語、台湾語、韓国語のホームページを制作し、インバウンド対応の充実を図ることができた。 

   

トップページ                英語のページ              韓国語のページ 

２．氷河時代案内人（地域学芸員）育成事業 

  （１）氷河時代案内人の育成 

   ①氷河時代案内人養成講座の開催、②地域と協働する博物館講演会の開催 

  氷河時代案内人講座３回と、講演会１回の計４回を受講した方を氷河時代案内人に認定することとし、当初の予

想を上回る２４名が認定を受けた。 

   

養成講座のようす             講演会のようす①             講演会のようす② 

３．地域と協働による周辺地域活性化事業 

  （１）周辺散策ガイドマップの製作 

   ①モニュメント紹介ガイドマップの製作 

  （２）サテライトミュージアム設置事業   

   ①レプリカ製作ワークショップの実施 

  野尻湖の湖畔に設置されているナウマンゾウのモニュメントを紹介するガイドマップを製作し、博物館周辺を散策し

てもらえる環境を整えることができた。ナウマンゾウ化石などのレプリカの着色ワークショップを開催し、レプリカを設

置するサテライトミュージアムを９ヶ所増やすことができ、サテライトミュージアムは３６ヶ所になった。 



   

モニュメントガイドマップ      レプリカ着色ワークショップのようす         レプリカの展示 


